
❖ 教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

春学期 秋学期

共
通
教

育
科
目

 日本国憲法 2 1 2 2

 憲法概論 2 1 2  複数開講科目

 憲法Ⅰ 2 1 2  複数開講科目

 健康科学講義 2 1 2 2  複数開講科目

 健康科学実習 1 1 2 2  複数開講科目

 基礎英語（コミュニケーション）Ⅰ 1 1 2  クラス指定

 基礎英語（コミュニケーション）Ⅱ 1 1 2  クラス指定

 基礎英語（コミュニケーション）Ⅲ 1 2 2  クラス指定

 基礎英語（コミュニケーション）Ⅳ 1 2 2  クラス指定

 初級英語（コミュニケーション）Ⅰ 1 1 2  クラス指定

 初級英語（コミュニケーション）Ⅱ 1 1 2  クラス指定

 初級英語（コミュニケーション）Ⅲ 1 2 2  クラス指定

 初級英語（コミュニケーション）Ⅳ 1 2 2  クラス指定

 中級英語（コミュニケーション）Ⅰ 1 1 2  クラス指定

 中級英語（コミュニケーション）Ⅱ 1 1 2  クラス指定

 中級英語（コミュニケーション）Ⅲ 1 2 2  クラス指定

 中級英語（コミュニケーション）Ⅳ 1 2 2  クラス指定

 上級英語（プレゼンテーション）Ⅰ 1 1 2  クラス指定

 上級英語（プレゼンテーション）Ⅱ 1 1 2  クラス指定

 上級英語（ディスカッション）Ⅰ 1 2 2  クラス指定

 上級英語（ディスカッション）Ⅱ 1 2 2  クラス指定

 Intensive English ＡⅠ 2 1 4  外国語学部生対象

 Intensive English ＡⅡ 2 1 4  外国語学部生対象
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 ※学部学科によって修得しなければならない科目が異なります。



❖ 教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

春学期 秋学期

 データ・ＡＩと社会 2 1 2 2  メディア授業

 コンピュータ基礎実習（初級） 1 1 2 2  複数開講科目

 コンピュータ基礎実習（上級） 1 1 2 2  複数開講科目

 情報処理実習（基礎） 1 1 2 2
 複数開講科目
 文化学部生対象

 情報処理実習（中級） 1 1 2
 複数開講科目
 文化学部生対象

 コンピュータ入門 2 1 2  理学部生対象

 計算機基礎Ａ 2 1 2
 理学部生対象（宇宙物理・気象
 学科生を除く）

 計算機基礎Ｂ 2 1 2
 理学部生対象（宇宙物理・気象
 学科生を除く）

 データの数理 2 2 2  理学部生対象

 コンピュータグラフィックス入門 2 2 2  理学部生対象

 基礎プログラミング 2 1 2  理学部生対象

 計算機基礎 2 1 2  理学部宇宙物理・気象学科生対象

 計算機とデータ処理 2 1 2  理学部宇宙物理・気象学科生対象

 基礎コンピュータ演習 2 1 2  生命科学部生対象

 応用コンピュータ演習 2 1 2  生命科学部生対象

※学部学科によって修得しなければならない科目が異なります。
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❖ 教育の基礎的理解に関する科目等・各教科の指導法

春学期 秋学期

 教職論 西川 2 1 2 2 共通

 教育原論 藤川 2 1 2 共通

 教育人間学 藤川 2 1 2 教職

 教育心理学 田中（久） 2 2 2 共通

 発達心理学 田中（久） 2 2 2 共通

 教育社会学 惣脇 2 1 2 2 共通

 教育法規・教育行財政 服部(憲) 2 2 2 共通

 学級・学校経営の理論と方法 柴原(弘志) 2 2 2 教職

 教育課程論 西川 2 2 2 2 共通

 社会科教育法１・２ 柴原(弘志) 4 2 教職
 経済学部生、法学部生、文化学
 部京都文化学科生対象

 社会科教育法３・４ 若松・桐村 4 2 教職
 経済学部生、法学部生、文化学
 部京都文化学科生対象

 社会科教育法１・２ 飯島 4 2 教職  現代社会学部現代社会学科生対象

 社会科教育法３・４ 飯島 4 2 教職  現代社会学部現代社会学科生対象

 地理歴史科教育法１・２ 笹部 4 2 教職  経済学部生対象

 地理歴史科教育法３・４ 若松・桐村 4 2 教職  経済学部生対象

 地理歴史科教育法 若松・桐村 4 2 教職  文化学部京都文化学科生対象

 公民科教育法１・２ 玉木・芦立 4 2 教職  経済学部生、法学部生対象

 公民科教育法３・４ 柴原(弘志) 4 2 教職  経済学部生、法学部生対象

 公民科教育法 柴原(弘志) 4 2 教職  現代社会学部現代社会学科生対象

 商業科教育法１・２ 松尾 4 2 経営

 保健体育科教育法１ 廣瀬 2 2 2 教職

 保健体育科教育法２ 国吉 2 2 2 教職

 保健体育科教育法３ 廣瀬 2 3 2 教職
「保健体育科教育法１」「保健体
 育科教育法２」修得者のみ履修可

 保健体育科教育法４ 廣瀬 2 3 2 教職
「保健体育科教育法１」「保健体
 育科教育法２」修得者のみ履修可

 国語科教育法１ 堀田 2 2 2 外国語

 国語科教育法２ 堀田 2 2 2 外国語

 国語科教育法３ 堀田 2 2 2 外国語

 国語科教育法４ 堀田 2 2 2 外国語

 英語科教育法１ 大和 2 2 2 外国語  外国語学部生対象

 英語科教育法２ 大和 2 2 2 外国語  外国語学部生対象

 英語科教育法３ 難波 2 2 2 外国語  外国語学部生対象

 英語科教育法４ 難波 2 2 2 外国語  外国語学部生対象

 英語科教育法１ 小川 2 2 2 教職  文化学部生対象

 英語科教育法２ ゴーベル 2 2 2 教職  文化学部生対象
「英語科教育法１」修得者のみ履修可

 英語科教育法３ ゴーベル 2 3 2 教職  文化学部生対象

 英語科教育法４ 小川 2 3 2 教職  文化学部生対象

 ※開講区分　 教職：教職課程科目　共通：共通教育科目　経営：経営学部専門教育科目　外国語：外国語学部専門教育科目
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❖ 教育の基礎的理解に関する科目等・各教科の指導法

春学期 秋学期

 ドイツ語科教育法１ ヴァイヒャート 2 2 2 外国語

 ドイツ語科教育法２ ヴァイヒャート 2 2 2 外国語

 ドイツ語科教育法３ 池田(崇) 2 2 2 外国語

 ドイツ語科教育法４ 池田(崇) 2 2 2 外国語

 フランス語科教育法１ 伊ケ崎 2 2 2 外国語

 フランス語科教育法２ 伊ケ崎 2 2 2 外国語

 フランス語科教育法３ 伊ケ崎 2 2 2 外国語

 フランス語科教育法４ 伊ケ崎 2 2 2 外国語

 中国語科教育法１ 今村 2 2 2 外国語

 中国語科教育法２ 今村 2 2 2 外国語

 中国語科教育法３ 関 2 2 2 外国語

 中国語科教育法４ 関 2 2 2 外国語

 数学科教育法Ⅰー１・２ 長瀬 4 2 教職

 数学科教育法Ⅱー１・２ 二澤 4 2 教職

 理科教育法１ 西村 2 2 2 教職
 理学部物理科学科生、宇宙物
 理・気象学科生対象

 理科教育法２ 西村 2 2 2 教職
 理学部物理科学科生、宇宙物
 理・気象学科生、生命科学部
 生対象

 理科教育法３ 西村 2 2 2 教職
 理学部物理科学科生、宇宙物
 理・気象学科生対象

 理科教育法４ 西村 2 2 2 教職
 理学部物理科学科生、宇宙物
 理・気象学科生、生命科学部
 生対象

 理科教育法１ 山口 2 2 集中 教職  生命科学部生対象

 理科教育法３ 山口 2 2 集中 教職  生命科学部生対象

 情報科教育法１・２ 佐々木(真) 4 2 教職

 道徳教育論 柴原(弘志) 2 1 2 2 共通  中学校教諭免許状取得対象者

 特別活動論 藤原(靖) 2 1 2 2 共通

 教育の方法と技術（情報通信技術
の活用を含む）

藤原(靖) 2 2 2 2 教職

 教育方法の理論と実践（情報通信
技術の活用を含む）

牛瀧 2 2 2 2 教職

 生徒・進路指導論 角田 2 1 2 2 共通

 教育相談の基礎と方法 角田 2 2 2 2 共通

 特別支援教育論 奥畑 2 1 2 2 教職

 総合的な学習の時間の指導法 大平 2 3 2 2 教職

 教育実習事前指導 柴原(弘志) 1 3 集中 教職

 教育実習Ⅰ 柴原(弘志) 4 4 教職

 教育実習Ⅱ 柴原(弘志) 2 4 教職
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❖ 教科に関する専門的事項

 経済学部

春学期 秋学期 社会 地歴 公民 商業

 経営学Ａ 2 1 ー ー ー ○  本年度休講

 経営学Ｂ 2 1 ー ー ー ○  本年度休講

 経済史入門Ａ 2 1 2 ○ ○ ー ー  複数開講科目

 経済史入門Ｂ 2 1 2 ○ ○ ー ー  複数開講科目

 簿記原理Ａ 2 1 2 ー ー ー ○

 簿記原理Ｂ 2 1 2 ー ー ー ○

 経済学入門Ⅰ 2 1 2 2 ○ ー ○ ー

 経済学入門Ⅱ 2 1 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 開発経済学Ａ 2 2 2 ー ー ー ○

 開発経済学Ｂ 2 2 2 ー ー ー ○

 企業経済論Ａ 2 2 2 ー ー ー ○  複数開講科目

 企業経済論Ｂ 2 2 2 ー ー ー ○  複数開講科目

 金融論Ａ 2 2 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 金融論Ｂ 2 2 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 経済政策Ａ 2 2 2 ○ ー ○ ー

 経済政策Ｂ 2 2 2 ○ ー ○ ー

 国際経済学Ａ 2 2 2 ー ー ー ○

 国際経済学Ｂ 2 2 2 ー ー ー ○

 財政学Ａ 2 2 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 財政学Ｂ 2 2 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 西洋経済史Ａ 2 2 2 ○ ○ ー ー

 西洋経済史Ｂ 2 2 2 ○ ○ ー ー

 統計学Ａ 2 2 2 ー ー ー ○

 統計学Ｂ 2 2 2 ー ー ー ○

 日本経済史Ａ 2 2 2 ○ ○ ー ー  複数開講科目

 日本経済史Ｂ 2 2 2 ○ ○ ー ー  複数開講科目

 日本経済論Ａ 2 2 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 日本経済論Ｂ 2 2 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 マクロ経済学Ａ 2 2 2 ー ー ー ○  複数開講科目

 マクロ経済学Ｂ 2 2 2 ー ー ー ○  複数開講科目

 アジア経済論 2 3 2 ○ ○ ー ー

 アメリカ経済論 2 3 2 ○ ○ ー ー

 環境経済学Ａ 2 3 2 ○ ○ ー ー

 環境経済学Ｂ 2 3 2 ○ ○ ー ー
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❖ 教科に関する専門的事項

 経済学部

春学期 秋学期 社会 地歴 公民 商業

 国際金融論Ａ 2 3 2 ー ー ー ○

 国際金融論Ｂ 2 3 2 ー ー ー ○

 国際投資論（多国籍企業） 2 3 2 ー ー ー ○

 社会保障論 2 3 2 ○ ー ○ ー

 中国経済論Ａ 2 2 2 ○ ○ ー ー

 中国経済論Ｂ 2 2 2 ○ ○ ー ー

 中小企業論Ａ 2 3 2 ー ー ー ○

 中小企業論Ｂ 2 3 2 ー ー ー ○

 都市経済論Ａ 2 2 2 ○ ○ ー ー

 都市経済論Ｂ 2 2 2 ○ ○ ー ー

 ファイナンス論Ａ 2 3 2 ー ー ー ○

 ファイナンス論Ｂ 2 3 2 ー ー ー ○

 貿易政策 2 3 2 ー ー ー ○

 人文地理学原論 2 2 2 ○ ○ ー ー

 人文地理学応用 2 2 2 ○ ○ ー ー

 自然地理学原論 2 2 ○ ○ ー ー

 自然地理学応用 2 2 ○ ○ ー ー

 地誌学 2 2 2 ○ ○ ー ー

 倫理学概論 2 2 2 ○ ー ○ ー

 宗教学概論 2 2 2 ○ ー ○ ー

経
営
学

部
開
講

 職業指導１・２ 4 2 ー ー ー ○

 政治学入門 2 1 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 政治学原論Ⅰ 2 2 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 政治学原論Ⅱ 2 2 2 ○ ー ○ ー  複数開講科目

 国際政治学Ⅰ 2 2 2 ー ー ○ ー

 国際政治学Ⅱ 2 2 2 ー ー ○ ー

 考古学入門 2 1 2 ー ○ ー ー

 考古学Ａ 2 2 2 ー ○ ー ー

 考古学Ｂ 2 2 2 ー ○ ー ー

 日本史概論 2 2 2 ○ ○ ー ー

 東洋史概論 2 2 2 ○ ○ ー ー

 西洋史概論 2 2 2 ○ ○ ー ー
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❖ 教科に関する専門的事項

 経営学部

春学期 秋学期

 戦略と組織入門 2 1 2 メディア授業

 マーケティング概論 2 1 2  複数開講科目

 商業簿記Ⅰ 2 1 2 2
 春学期のみ
 複数開講科目

 商業簿記Ⅱ 2 1 2 2
 秋学期のみ
 複数開講科目

 会計ファイナンス入門 2 1 2  複数開講科目

 商業概論Ａ 2 2 2

 商業概論Ｂ 2 2 2

 会計学概論 2 1 2  複数開講科目

 ファイナンス 2 2 2  複数開講科目

 財務会計基礎 2 2 2

 財務会計応用 2 2 2

 原価計算 2 2 2

 管理会計 2 3 2  複数開講科目

 財務諸表分析 2 3 2

 人的資源管理論基礎 2 2 2

 人的資源管理論応用 2 3 2

 保険論 2 3 2  複数開講科目

 経営情報概論 2 2 2  複数開講科目

 サプライチェーンマネジメント論 2 3 2

 サプライチェーンマネジメント・ケース分析 2 3 2

 職業指導１・２ 4 2
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❖ 教科に関する専門的事項

 法学部

春学期 秋学期 社会 公民 社会 公民

 政治学入門 2 1 2 ○ ○ ○ ○  複数開講科目

 民法概論 2 1 2 ○ ○ ○ ○  複数開講科目

 民法Ａ（総則・物権） 2 1 2 ○ ○ ○ ○  複数開講科目

 アジア政治外交史 2 2 2 ○ ― ○ ―

 政治思想史 2 2 2 ○ ― ○ ―

 行政法Ⅰ 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 行政法Ⅱ 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 国際政治学Ⅰ 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 国際政治学Ⅱ 2 2 2 ― ○ ― ○

 国際法Ⅰ（総論） 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 国際法Ⅱ（国家管轄権） 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 刑事訴訟法Ⅰ 4 2 4 ○ ○ ○ ○  連続講義

 行政学 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 法学概論 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 政治学原論Ⅰ 2 2 2 ○ ○ ○ ○  複数開講科目

 政治学原論Ⅱ 2 2 2 ○ ○ ○ ○  複数開講科目

 西洋政治史Ⅰ 2 2 2 ○ ― ○ ―

 西洋政治史Ⅱ 2 2 2 ○ ― ○ ―

 日本法制史Ａ 2 2 2 ○ ― ○ ―

 日本法制史Ｂ 2 2 2 ○ ― ○ ―

 社会学概論Ａ 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 社会学概論Ｂ 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 法社会学Ａ 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 哲学概論Ａ 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 哲学概論Ｂ 2 2 2 ○ ○ ○ ○

 人文地理学原論 2 2 2 ○ ― ○ ―

 人文地理学応用 2 2 2 ○ ― ○ ―

 自然地理学原論 2 2 ○ ― ○ ―

 自然地理学応用 2 2 ○ ― ○ ―

 地誌学 2 2 2 ○ ― ○ ―

 日本史概論 2 2 2 ○ ― ○ ―

 東洋史概論 2 2 2 ○ ― ○ ―

 西洋史概論 2 2 2 ○ ― ○ ―

備　　考
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許
法
上

の
区
分

科　目　名
配当
年次

単位 開講学期

週時数開
講
区
分

対象免許状
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集中

集中



❖ 教科に関する専門的事項

 現代社会学部

健康ｽﾎﾟｰﾂ社会学科

春学期 秋学期 社会 公民 保健体育

 社会史 2 2 2 ○ ー ー

 歴史社会学 2 2 2 ○ ー ー

 人文地理学概論 2 2 2 ○ ー ー

 自然地理学概論 2 2 2 ○ ー ー

 地誌学概論 2 2 2 ○ ー ー

 東南アジア地域論Ａ 2 2 2 ○ ー ー

 東南アジア地域論Ｂ 2 2 2 ○ ー ー

 北近畿学 2 3 2 ○ ー ー

 政治学概論 2 2 2 ○ ○ ー

 地域行政論 2 2 2 ○ ○ ー

 公共政策論 2 2 2 ○ ○ ー

 社会学入門Ａ 2 1 2 ○ ○ ー  メディア授業

 社会学入門Ｂ 2 1 2 ○ ○ ー  メディア授業

 地域社会学 2 2 2 ○ ○ ー

 メディア社会学 2 2 2 ○ ○ ー  リレー科目

 社会人類学 2 2 2 ○ ○ ー

 ジェンダー論 2 2 2 ○ ○ ー

 ポピュラー・カルチャー論 2 2 2 ○ ○ ー

 地域社会とメディア 2 2 2 ○ ○ ー

 人口社会学 2 3 ○ ○ ー  本年度休講

 コミュニティと学校 2 3 2 ○ ○ ー

 ジャーナリズムの歴史 2 3 2 ○ ○ ー

 ジャーナリズムの諸問題 2 3 2 ○ ○ ー

 家族社会学 2 2 2 ー ○ ー

 観光社会学 2 2 2 ー ○ ー

 文化社会学 2 2 2 ー ○ ー

 倫理学概論 2 2 2 ○ ○ ー

 社会哲学 2 2 2 ○ ○ ー

 現代社会と宗教 2 2 2 ○ ○ ー

 スポーツ実習（器械運動） 1 1 2 2 ー ー ○
 秋学期のみ
 複数開講科目

 スポーツ実習（体つくり運動） 1 1 2 2 ー ー ○
 春学期のみ
 複数開講科目

 スポーツ実習（陸上競技） 1 1 2 ー ー ○  複数開講科目

 スポーツ実習（サッカー） 1 1 2 2 ー ー ○  複数開講科目

 スポーツ実習（卓球） 1 1 2 ー ー ○  複数開講科目

 スポーツ実習（バレーボール） 1 1 2 2 ー ー ○  複数開講科目

 スポーツ実習（柔道） 1 1 2 2 ー ー ○
 春学期のみ
 複数開講科目

 スポーツ実習（ダンス） 1 1 2 2 ー ー ○
 秋学期のみ
 複数開講科目

 スポーツ実習（ソフトボール） 1 1 2 2 ー ー ○
 春学期のみ
 複数開講科目
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❖ 教科に関する専門的事項

 現代社会学部

健康スポーツ社会学科

春学期 秋学期 社会 公民 保健体育

 スポーツ実習（ハンドボール） 1 1 2 2 ー ー ○

 スポーツ実習（剣道） 1 1 2 2 ー ー ○ 秋学期のみ複数開講科目

 スポーツ実習（ラグビー） 1 1 2 2 ー ー ○

 スポーツ実習（水泳） 1 2 集中 集中 ー ー ○ 複数開講科目

 スポーツ社会学 2 2 2 ー ー ○

 スポーツ運動学 2 2 2 ー ー ○

 スポーツ教育学 2 2 2 ー ー ○

 コーチング論 2 2 2 ー ー ○

 スポーツ技術・戦術論 2 3 2 ー ー ○

 現代社会とスポーツ 2 2 2 ー ー ○

 地域社会と健康 2 3 2 ー ー ○

 運動生理学 2 2 2 ー ー ○

 運動医科学 2 2 2 ー ー ○

 公衆衛生学 2 2 2 ー ー ○

 学校保健 2 2 2 ー ー ○

 救急処置論 2 2 2 ー ー ○

 日本史概論 2 2 2 ○ ー ー

 東洋史概論 2 2 2 ○ ー ー

 西洋史概論 2 2 2 ○ ー ー

 学校経営と学校図書館 2 2 2 ○ ○ ー  司書教諭資格科目

 学校図書館メディアの構成 2 2 2 ○ ○ ー  司書教諭資格科目

 学習指導と学校図書館 2 2 2 ○ ○ ー  司書教諭資格科目

 読書と豊かな人間性 2 2 2 ○ ○ ー  司書教諭資格科目

注意事項

文
化
学
部
開
講

 １．司書教諭資格の取得については現代社会学部の『履修要項』で確認してください。

免
許
法
上

の
区
分

開
講
区
分

科　目　名
単
位

配当
年次

対象免許状

備　　考開講学期 現代社会学科

週時数

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

現
代
社
会
学
部
開
講

大
学
が
独
自
に
設

定
す
る
科
目



❖ 教科に関する専門的事項

 外国語学部 英語学科

春学期 秋学期 英語

 Introduction to English Linguistics Ⅰ 2 2 2 ○

 Introduction to English Linguistics Ⅱ 2 2 2 ○

 英語学Ａ（英語音声学・音韻論）Ⅰ 2 2 2 ○

 英語学Ａ（英語音声学・音韻論）Ⅱ 2 2 2 ○

 英語学Ｂ（英語統語・意味論）Ⅰ 2 2 2 ○

 英語学Ｂ（英語統語・意味論）Ⅱ 2 2 2 ○

 English Lexis ＣⅠ 2 2 2 ○

 English Lexis ＣⅡ 2 2 2 ○

 英米文学概論Ⅰ 2 2 2 ○

 英米文学概論Ⅱ 2 2 2 ○

 米文学Ⅰ 2 2 2 ○

 米文学Ⅱ 2 2 2 ○

 Introduction to British Culture Ⅰ 2 2 2 ○

 Introduction to British Culture Ⅱ 2 2 2 ○

 Introduction to American Culture Ⅰ 2 2 2 ○

 Introduction to American Culture Ⅱ 2 2 2 ○

 Specialized English Studies (Academic English) Ⅰ 2 3 2 ○  複数開講科目

 Specialized English Studies (Academic English) Ⅱ 2 3 2 ○  複数開講科目

 Specialized English Studies (Creative Writing) Ⅰ 2 3 2 ○  複数開講科目

 Specialized English Studies (Creative Writing) Ⅱ 2 3 2 ○  複数開講科目

 学校経営と学校図書館 2 2 2 ○  司書教諭資格科目

 学校図書館メディアの構成 2 2 2 ○  司書教諭資格科目

 学習指導と学校図書館 2 2 2 ○  司書教諭資格科目

 読書と豊かな人間性 2 2 2 ○  司書教諭資格科目

注意事項

 １．司書教諭資格の取得については外国語学部の『履修要項』で確認してください。
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❖ 教科に関する専門的事項

 外国語学部 ヨーロッパ言語学科

春学期 秋学期 英語 ﾄﾞｲﾂ語 ﾌﾗﾝｽ語

 Introduction to English Linguistics Ⅰ 2 2 2 ○ ー ー

 Introduction to English Linguistics Ⅱ 2 2 2 ○ ー ー

 英語学Ａ(英語音声学・音韻論)Ⅰ 2 2 2 ○ ー ー

 英語学Ａ(英語音声学・音韻論)Ⅱ 2 2 2 ○ ー ー

 英語学Ｂ(英語統語・意味論)Ⅰ 2 2 2 ○ ー ー

 英語学Ｂ(英語統語・意味論)Ⅱ 2 2 2 ○ ー ー

 English Lexis ＣⅠ 2 2 2 ○ ー ー

 English Lexis ＣⅡ 2 2 2 ○ ー ー

 英米文学概論Ⅰ 2 2 2 ○ ー ー

 英米文学概論Ⅱ 2 2 2 ○ ー ー

 米文学Ⅰ 2 2 2 ○ ー ー

 米文学Ⅱ 2 2 2 ○ ー ー

 特別英語（多読多聴Ⅰ） 2 1 2 ○ ー ー  複数開講科目

 特別英語（多読多聴Ⅱ） 2 1 2 ○ ー ー  複数開講科目

 特別英語(英語プレゼンテーションⅠ) 1 1 2 ○ ー ー  複数開講科目

 特別英語(英語プレゼンテーションⅡ) 1 1 2 ○ ー ー  複数開講科目

 異文化コミュニケーションⅠ 2 2 2 ○ ー ー リレー科目

 異文化コミュニケーションⅡ 2 2 2 ○ ー ー リレー科目

 ドイツ語学概論Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ語学概論Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ語学Ａ(音声学・音韻論)Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ語学Ａ(音声学・音韻論)Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ語学Ｂ(意味論・文法論)Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ語学Ｂ(意味論・文法論)Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ語学Ｃ（ドイツ語史）Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ語学Ｃ（ドイツ語史）Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ文学概論（文学史）Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ文学概論（文学史）Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ文学Ａ（近現代）Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ文学Ａ（近現代）Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 専攻ドイツ語（会話）Ⅰ 2 1 4 ー ○ ー  クラス指定

 専攻ドイツ語（会話）Ⅱ 2 1 4 ー ○ ー  クラス指定

 専攻ドイツ語（会話）Ⅲ 2 2 4 ー ○ ー  クラス指定

 専攻ドイツ語（会話）Ⅳ 2 2 4 ー ○ ー  クラス指定

 ドイツ文化概論（歴史）Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 ドイツ文化概論（歴史）Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 フランス語学概論Ⅰ 2 2 2 ー ー ○

 フランス語学概論Ⅱ 2 2 2 ー ー ○

 フランス語学Ａ(音声学・音韻論)Ⅰ 2 2 2 ー ー ○

 フランス語学Ａ(音声学・音韻論)Ⅱ 2 2 2 ー ー ○
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❖ 教科に関する専門的事項

 外国語学部 ヨーロッパ言語学科

春学期 秋学期 英語 ﾄﾞｲﾂ語 ﾌﾗﾝｽ語

 フランス語学Ｂ(統語・意味論)Ⅰ 2 2 2 ー ー ○

 フランス語学Ｂ(統語・意味論)Ⅱ 2 2 2 ー ー ○

 フランス文学概論Ⅰ 2 2 2 ー ー ○

 フランス文学概論Ⅱ 2 2 2 ー ー ○

 フランス文学ＡⅠ 2 2 2 ー ー ○

 フランス文学ＡⅡ 2 2 2 ー ー ○

 フランス文学ＢⅠ 2 2 2 ー ー ○

 フランス文学ＢⅡ 2 2 2 ー ー ○

 専攻フランス語（会話）Ⅰ 2 1 4 ー ー ○  クラス指定

 専攻フランス語（会話）Ⅱ 2 1 4 ー ー ○  クラス指定

 専攻フランス語（会話）Ⅲ 2 2 4 ー ー ○  クラス指定

 専攻フランス語（会話）Ⅳ 2 2 4 ー ー ○  クラス指定

 フランス文化概論Ⅰ 2 2 2 ー ー ○

 フランス文化概論Ⅱ 2 2 2 ー ー ○

 学校経営と学校図書館 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

 学校図書館メディアの構成 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

 学習指導と学校図書館 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

 読書と豊かな人間性 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

注意事項

 １．司書教諭資格の取得については外国語学部の『履修要項』で確認してください。
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❖ 教科に関する専門的事項

 外国語学部 アジア言語学科

春学期 秋学期 国語 英語 中国語

 日本語学入門 2 1 2 ○ ー ー

 日本語表現法 2 1 2 ○ ー ー

 日本語音声学 2 2 2 ○ ー ー

 日本語学概論Ⅰ 2 2 2 ○ ー ー

 日本語学概論Ⅱ 2 2 2 ○ ー ー

 日本語文法Ⅰ 2 2 2 ○ ー ー

 日本語文法Ⅱ 2 2 2 ○ ー ー

 日本語文法Ⅲ 2 2 2 ○ ー ー

 日本語史 2 2 2 ○ ー ー

 日本語・コミュニケーション専門
 セミナー（日本語論）Ⅰ

2 3 2 ○ ー ー

 日本語・コミュニケーション専門
 セミナー（日本語論）Ⅱ

2 3 2 ○ ー ー

 日本語・コミュニケーション専門
 セミナー（日本語論）Ⅲ

2 3 2 ○ ー ー

 日本語・コミュニケーション専門
 セミナー（日本語論）Ⅳ

2 3 2 ○ ー ー

 日本文学入門 2 1 2 ○ ー ー

 日本文学概論 2 2 2 ○ ー ー

 日本文学論Ⅰ 2 2 2 ○ ー ー

 日本文学論Ⅱ 2 2 2 ○ ー ー

 日本文学論Ⅲ 2 2 2 ○ ー ー

 日本文学史 2 2 2 ○ ー ー

 日本語・コミュニケーション専門
 セミナー（日本文学）Ⅰ

2 3 2 ○ ー ー

 日本語・コミュニケーション専門
 セミナー（日本文学）Ⅱ

2 3 2 ○ ー ー

 漢文学概論 2 2 2 ○ ー ー

 書道 2 3 集中 ○ ー ー

 Introduction to English Linguistics Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 Introduction to English Linguistics Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 英語学Ａ(英語音声学・音韻論)Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 英語学Ａ(英語音声学・音韻論)Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 英語学Ｂ(英語統語・意味論)Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 英語学Ｂ(英語統語・意味論)Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 English Lexis ＣⅠ 2 2 2 ー ○ ー

 English Lexis ＣⅡ 2 2 2 ー ○ ー

 英米文学概論Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 英米文学概論Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 米文学Ⅰ 2 2 2 ー ○ ー

 米文学Ⅱ 2 2 2 ー ○ ー

 特別英語（多読多聴Ⅰ） 2 1 2 ー ○ ー  複数開講科目

 特別英語（多読多聴Ⅱ） 2 1 2 ー ○ ー  複数開講科目
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❖ 教科に関する専門的事項

 外国語学部 アジア言語学科

春学期 秋学期 国語 英語 中国語

 特別英語(英語プレゼンテーションⅠ) 1 1 2 ー ○ ー  複数開講科目

 特別英語(英語プレゼンテーションⅡ) 1 1 2 ー ○ ー  複数開講科目

 異文化理解概論 2 2 2 ー ○ ー

 アジアの英語 2 2 2 ー ○ ー

 中国語学概論Ⅰ 2 2 2 ー ー ○

 中国語学概論Ⅱ 2 2 2 ー ー ○

 中国語学ＡⅠ 2 2 2 ー ー ○

 中国語学ＡⅡ 2 2 2 ー ー ○

 中国語学ＢⅠ 2 2 2 ー ー ○

 中国語学ＢⅡ 2 2 2 ー ー ○

 中国文学概論Ⅰ 2 2 2 ー ー ○

 中国文学概論Ⅱ 2 2 2 ー ー ○

 中国文学ＡⅠ 2 2 2 ー ー ○

 中国文学ＡⅡ 2 2 2 ー ー ○

 中国文学ＢⅠ 2 2 2 ー ー ○

 中国文学ＢⅡ 2 2 2 ー ー ○

 専攻中国語（会話）Ⅰ 2 1 4 ー ー ○  クラス指定

 専攻中国語（会話）Ⅱ 2 1 4 ー ー ○  クラス指定

 専攻中国語（会話）Ⅲ 2 2 4 ー ー ○  クラス指定

 専攻中国語（会話）Ⅳ 2 2 4 ー ー ○  クラス指定

 中国文化概論Ⅰ 2 2 2 ー ー ○

 中国文化概論Ⅱ 2 2 2 ー ー ○

 中国文化論ＢⅠ 2 2 2 ー ー ○

 中国文化論ＢⅡ 2 2 2 ー ー ○

 中国文化論ＣⅠ 2 2 2 ー ー ○

 中国文化論ＣⅡ 2 2 ー ー ○  本年度休講

 学校経営と学校図書館 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

 学校図書館メディアの構成 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

 学習指導と学校図書館 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

 読書と豊かな人間性 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

注意事項

大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

文
化
学
部
開
講

 １．司書教諭資格の取得については外国語学部の『履修要項』で確認してください。

対象免許状
備　　考開講学期

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

外
国
語
学
部
開
講

免
許
法
上

の
区
分

開
講
区
分

科　目　名 単位
配当
年次

週時数



❖ 教科に関する専門的事項

 文化学部

国際文化学科

春学期 秋学期 社会 地歴 英語

 日本史概論 2 2 2 ○ ○ ー

 日本史資料論Ⅰ 2 2 2 ○ ○ ー

 日本史講読ⅠＡ 2 2 2 ○ ○ ー

 日本史講読ⅠＢ 2 2 2 ○ ○ ー

 京都の歴史 2 2 2 ○ ○ ー

 京都文化論 2 1 2 ○ ○ ー

 考古学入門 2 1 2 ○ ○ ー

 考古学Ａ 2 2 2 ○ ○ ー

 考古学Ｂ 2 2 2 ○ ○ ー

 日本食文化論 2 1 2 ○ ○ ー

 東洋史概論 2 2 2 ○ ○ ー

 西洋史概論 2 2 2 ○ ○ ー

 ヨーロッパ文化論Ａ 2 2 2 ー ○ ー 国際文化学科開設科目

 アジア文化論Ａ 2 2 2 ー ○ ー 国際文化学科開設科目

 人文地理学概論 2 2 2 ○ ○ ー

 人文地理学特論 2 2 2 ○ ○ ー

 京都の歴史地理 2 2 2 ○ ○ ー

 京都文化特論Ⅵ 2 3 2 ○ ○ ー

 地誌学概論 2 2 2 ○ ○ ー

 法律学概論 2 2 2 ○ ー ー

 伝統産業論 2 2 2 ○ ー ー

 おもてなし文化論 2 2 2 ○ ー ー

 花街文化論 2 2 2 〇 － －

 宗教学概論 2 2 2 ○ ー ー

 仏教文化Ａ 2 1 2 ○ ー ー

 仏教文化Ｂ 2 1 2 ○ ー ー

 日本思想 2 2 2 ○ ー ー 国際文化学科開設科目

 京都の宗教 2 2 2 ○ ー ー

 京都の文化財 2 2 2 ○ ー ー

 文化政策論Ｂ 2 2 ○ ー ー  本年度休講

 京都文化特論Ⅳ 2 3 2 ○ ー ー

 京都文化特論Ⅹ 2 3 ○ ー ー  本年度休講

 英語学概論Ａ 2 2 2 ー ー ○

 英語学概論Ｂ 2 2 2 ー ー ○

 英語学Ａ（英語音声学・音韻論）Ⅰ 2 3 2 ー ー ○

 英語学Ａ（英語音声学・音韻論）Ⅱ 2 3 2 ー ー ○

 英語学Ｂ（英語統語・意味論）Ⅰ 2 3 2 ー ー ○

 英語学Ｂ（英語統語・意味論）Ⅱ 2 3 2 ー ー ○

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

文
化
学
部
開
講

備　　考

免
許
法
上

の
区
分

科　目　名
配当
年次

単
位

開講学期

週時数開
講
区
分

対象免許状

京都文化学科



❖ 教科に関する専門的事項

 文化学部

国際文化学科

春学期 秋学期 社会 地歴 英語

 英語文学論Ａ 2 2 2 － － ○

 英語文学論Ｂ 2 2 2 － － ○

 英語文学論Ｃ 2 2 2 － － ○

 英語文学作品研究Ａ 2 2 2 － － ○

 英語文学作品研究Ｂ 2 2 2 － － ○

 英語文学特論Ａ 2 3 2 － － ○

 英語文学特論Ｂ 2 3 2 － － ○

 アカデミック・ライティングＡ 1 1 2 － － ○  クラス指定科目

 アカデミック・ライティングＢ 1 1 2 － － ○  クラス指定科目

 アカデミック・リーディングＡ 1 1 2 － － ○  クラス指定科目

 アカデミック・リーディングＢ 1 1 2 － － ○  クラス指定科目

 インターミディエイト・リーディングＡ 1 2 2 － － ○  複数開講科目

 インターミディエイト・リーディングＢ 1 2 2 － － ○  複数開講科目

 インターミディエイト・コミュニケーションＡ 1 2 2 － － ○  複数開講科目

 インターミディエイト・コミュニケーションＢ 1 2 2 － － ○  複数開講科目

 インターミディエイト・コミュニケーションＣ 1 2 2 － － ○  複数開講科目

 インターミディエイト・コミュニケーションＤ 1 2 2 － － ○  複数開講科目

 ベーシック・スキルズＡ 1 1 2 － － ○  複数開講科目

 ベーシック・スキルズＢ 1 1 2 － － ○  複数開講科目

 文化学概論 2 1 2 － － ○

 歴史文化特論Ｂ 2 3 2 － － ○

 英語言語文化論Ａ 2 2 2 － － ○

 英語言語文化論Ｂ 2 2 2 － － ○

経
済
学
部

開
講

 自然地理学原論 2 2 ○ ○ －

 社会学概論Ａ 2 2 2 ○ － －

 社会学概論Ｂ 2 2 2 ○ － －

 学校経営と学校図書館 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

 学校図書館メディアの構成 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

 学習指導と学校図書館 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

 読書と豊かな人間性 2 2 2 ○ ○ ○  司書教諭資格科目

注意事項

対象免許状

備　　考開講学期 京都文化学科

免
許
法
上

の
区
分

開
講
区
分

科　目　名
単
位

配当
年次

週時数

法
学
部

開
講

文
化
学
部
開
講

大
学
が
独
自
に
設

定
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

 １．司書教諭資格の取得については文化学部の『履修要項』で確認してください。

文
化
学
部
開
講

集中



❖ 教科に関する専門的事項

 理学部

宇宙物理・気象学科

春学期 秋学期 数学 情報 数学 理科 理科

 演算の数理 2 1 2 － 〇 － － －

 集合と位相Ⅰ 2 2 2 － － 〇 － －

 基礎プログラミング 2 1 2 〇 － 〇 － －

 コンピュータ入門 2 1 2 － － 〇 － －

 代数学・幾何学ⅠＡ 2 1 2 〇 － － － －

 代数学・幾何学ⅠＢ 2 1 2 〇 － － － －

 微分積分学ⅠＡ 2 1 2 〇 － － － －

 微分積分学ⅠＢ 2 1 2 〇 － － － －

 論理と集合 2 1 2 〇 － － － －

 解析学入門Ａ 2 2 2 〇 － － － －

 解析学入門Ｂ 2 2 2 〇 － － － －

 確率・統計 2 2 2 〇 － － － －

 検定・推定 2 2 2 － 〇 － － －

 代数学・幾何学ⅡＡ 2 2 2 〇 － － － －

 代数学・幾何学ⅡＢ 2 2 2 〇 － － － －

 微分積分学ⅡＡ 2 2 2 〇 － － － －

 微分積分学ⅡＢ 2 2 2 〇 － － － －

 確率論Ａ 2 3 2 〇 － － － －

 確率論Ｂ 2 3 2 〇 － － － －

 シミュレーションの数理Ａ 2 3 2 － 〇 － － －

 シミュレーションの数理Ｂ 2 3 2 － 〇 － － －

 プログラムの数理Ａ 2 3 2 － 〇 － － －

 プログラムの数理Ｂ 2 3 2 － 〇 － － －

 離散数学Ａ 2 3 2 － 〇 － － －

 離散数学Ｂ 2 3 2 － 〇 － － －

 暗号・符号の数理 2 3 2 － 〇 － － －

 情報と社会 2 1 2 － 〇 － － －

 確率・シミュレーション 2 2 2 － 〇 － － －

 コンピュータグラフィックス入門 2 2 2 － 〇 － － －

 データの数理 2 2 2 － 〇 － － －

 プログラミングⅠ 2 2 2 － 〇 － － －

 プログラミングⅡ 2 2 2 － 〇 － － －

 インターネットと言語 2 3 2 ― 〇 ― ― ―

 ネットワークの基礎 2 3 2 ― 〇 ― ― ―

 情報と職業 2 2 2 ― ○ ― ― ―

 物理学実験Ⅰ 2 1 4 ― ― ― 〇 ―
 連続講義
 複数開講科目

 物理学実験Ⅱ 2 2 4 ― ― ― 〇 ―
 連続講義
 複数開講科目

 力学Ａ 2 1 2 ― ― ― 〇 ―

 力学Ｂ 2 1 2 ― ― ― 〇 ―

 基礎化学実験 2 1 4 ― ― ― 〇 ―  連続講義

 振動と波 2 1 2 ― ― ― ○ ―

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

理
学
部
物
理

科
学
科
開
講

理
学
部
数
理
科
学
科
開
講

備　　考

免
許
法
上

の
区
分

科　目　名
配当
年次

単
位

開講学期

週時数開
講
区
分

対象免許状

数理科学科 物理科学科



❖ 教科に関する専門的事項

 理学部

宇宙物理・気象学科

春学期 秋学期 数学 情報 数学 理科 理科

 電磁気学Ａ 2 2 2 ― ― ― ○ ―

 電磁気学Ｂ 2 2 2 ― ― ― ○ ―

 熱力学 2 2 2 ― ― ― ○ ―

 量子力学Ａ 2 2 2 ― ― ― ○ ―

 光学 2 3 2 ― ― ― ○ ―

 統計力学Ａ 2 3 2 ― ― ― ○ ―

 物理学実験Ⅲ 2 3 4 ― ― ― ○ ―

連続講義
「物理学実験Ⅰ」もしくは
「物理学実験Ⅱ」修得者の
み履修可

 確率・統計と誤差論 2 1 2 ― ― 〇 ― ―

 計算機基礎Ａ 2 1 2 ― ― 〇 ― ―

 計算機基礎Ｂ 2 1 2 ― ― 〇 ― ―

 代数学・幾何学Ａ 2 1 2 ― ― 〇 ― ―

 代数学・幾何学Ｂ 2 1 2 ― ― 〇 ― ―

 代数学・幾何学Ｃ 2 2 2 ― ― 〇 ― ―

 代数学・幾何学Ｄ 2 2 2 ― ― 〇 ― ―

 微分積分学Ａ 2 1 2 ― ― 〇 ― ―

 微分積分学Ｂ 2 1 2 ― ― 〇 ― ―

 微分積分学Ｃ 2 2 2 ― ― 〇 ― ―

 微分積分学Ｄ 2 2 2 ― ― 〇 ― ―

 物理数学基礎 2 1 2 ― ― ○ ― ―

 物理数学 2 3 2 ― ― ○ ― ―

 化学通論Ａ 2 1 2 ― ― ― ○ ―

 化学通論Ｂ 2 1 2 ― ― ― ○ ―

 地学通論Ａ 2 1 2 ― ― ― ○ ―

 地学通論Ｂ 2 1 2 ― ― ― ○ ―

 地学実験 2 2 4(※) 4 ― ― ― ○ ―  連続講義

 化学通論Ａ 2 2 2 ― ― ― ― 〇

 化学通論Ｂ 2 2 2 ― ― ― ― 〇

 力学Ａ 2 1 2 ― ― ― ― 〇

 力学Ｂ 2 1 2 ― ― ― ― 〇

 振動と波 2 1 2 ― ― ― ― 〇

 物理学実験 2 1 4 ― ― ― ― 〇
 連続講義
 複数開講科目

 天文学概論 2 2 2 ― ― ― ― 〇  リレー科目

 惑星・恒星・銀河誕生の物理学 2 3 2 ― ― ― ― 〇  リレー科目

 宇宙論 2 3 2 ― ― ― ― 〇

 宇宙観測と星の物理学 2 2 2 ― ― ― ― 〇

 地球惑星科学概論 2 2 2 ― ― ― ― 〇

 ※原則、春学期開講を履修すること。ただし、どうしても履修が難しい場合は、履修登録期間内に理学部事務室へ相談すること。

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

理
学
部
宇
宙
物
理
・
気
象
学
科
開
講

免
許
法
上

の
区
分

開
講
区
分

科　目　名
単
位

配当
年次

理
学
部
物
理
科
学
科
開
講

対象免許状

備　　考開講学期 数理科学科 物理科学科

週時数



❖ 教科に関する専門的事項

 理学部

宇宙物理・気象学科

春学期 秋学期 数学 情報 数学 理科 理科

 気象物理学Ａ 2 2 2 ― ― ― ― 〇

 地学実験 2 2 4 4(※) ― ― ― ― 〇  連続講義

 地球惑星環境観測学 2 3 2 ― ― ― ― 〇

 宇宙観測・解析実習 2 3 4 ― ― ― ― 〇  連続講義

 大気物理学実験 2 3 4 ― ― ― ― 〇  連続講義

 物質の物理 2 1 2 ― ― ― ― 〇

 化学実験 2 2 4 ― ― ― ― 〇  連続講義

 生物学通論Ａ 2 1 2 ― ― ― 〇 〇

 生物学通論Ｂ 2 1 2 ― ― ― 〇 〇

 生物学実験 2 2 6 ― ― ― 〇 〇  連続講義・リレー科目

大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

理
学
部
物
理
科
学
科

開
講

 数学演習Ⅰ 2 1 2 ― ― 〇 ― ―

生
命
科
学
部
先
端

生
命
科
学
科
開
講

理
学
部
宇
宙
物
理

・
気
象
学
科
開
講

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

 ※原則、秋学期開講を履修すること。ただし、どうしても履修が難しい場合は、履修登録期間内に理学部事務室へ相談すること。

対象免許状

備　　考開講学期 数理科学科 物理科学科

週時数免
許
法
上

の
区
分

開
講
区
分

科　目　名
単
位

配当
年次



❖ 教科に関する専門的事項

 生命科学部

春学期 秋学期

 物理学通論Ａ 2 1 2

 物理学通論Ｂ 2 1 2

 物理学実験 2 2 4  連続講義・リレー科目・複数開講科目

 物質生物化学 2 1 2  リレー科目

 生命倫理 2 2 2

 分子生物学 2 2 2

 代謝生物化学 2 2 2  リレー科目

 細胞生物学 2 2 2

 地学通論Ａ 2 1 2

 地学通論Ｂ 2 1 2

 地学実験 1 1 4  連続講義・リレー科目

 化学通論Ａ 2 1 2

 化学通論Ｂ 2 1 2

 化学実験 2 1 6  連続講義・リレー科目

 生物学通論Ａ 2 1 2

 生物学通論Ｂ 2 1 2

 生命科学概論 2 1 2  リレー科目

 生物学実験 2 2 6  連続講義・リレー科目

 先端生命科学実習１ 6 2 12  連続講義・リレー科目・複数開講科目

 先端生命科学実習２ 6 3 12  連続講義・リレー科目・複数開講科目

 化学通論Ａ 2 1 2

 化学通論Ｂ 2 1 2

 化学実験 2 2 6  連続講義・リレー科目

 生物学通論Ａ 2 1 2

 生物学通論Ｂ 2 1 2

 生命科学概論 2 1 2  リレー科目

 農業生物学 2 2 2  リレー科目

 生命科学リテラシー 2 1 2

 日常生活と生命科学 2 2 2  リレー科目

 現代社会と生命科学 2 3 2  リレー科目

 生物学実験 2 2 6  連続講義・リレー科目

先
端
生
命
科
学
科
開
講

産
業
生
命
科
学
科
開
講

備　　考

免
許
法
上

の
区
分

科　目　名
配当
年次

単位 開講学期

週時数開
講
区
分

生
命
科
学
部
開
講

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項



❖ 大学が独自に設定する科目

春学期 秋学期

 道徳教育論
柴原

(弘志)
2 1 2 2 共通  高等学校教諭免許状取得者対象

 学校インターンシップ 廣瀬 2 2 教職

 教職ゼミナールⅠＡ
柴原

(弘志)
2

3・4セメ
のみ

集中 教職

 教職ゼミナールⅠＢ
柴原

(弘志)
2

3・4セメ
のみ

集中 教職
「教職ゼミナールⅠＡ」
修得者のみ履修可

 教職ゼミナールⅡＡ 国吉 2
5・6セメ

のみ
集中 教職

「教職ゼミナールⅠＢ」
修得者のみ履修可

 教職ゼミナールⅡＢ 国吉 2
5・6セメ

のみ
集中 教職

「教職ゼミナールⅡＡ」
修得者のみ履修可

 教職ゼミナールⅢＡ 国吉 2
7・8セメ

のみ
集中 教職

「教職ゼミナールⅡＢ」
修得者のみ履修可

備　　考

免
許
法
上

の
区
分

科　目　名
配当
年次

単位 開講学期

週時数
対
象

担当者
開講
区分

上記科目以外に、現代社会学部・外国語学部・文化学部・理学部は一部の科目が「大学が独自に設定する科
目」に含まれます。授業科目一覧表の各学部のページを参照してください。

集中

 ※開講区分　 教職：教職開講科目　共通：共通教育科目

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

全
免
許
状
共
通


